






































































た上で、第二節より大衆化の推進を担った第 8 代館長・澤田源一 10）の具体的考察に入る。




















































正 7 年に再び女子学習院として独立した 25）。学習院の女子教育では道徳的な価値観が重視
され、当時、一世を風靡した欧化主義とは一線を画していた 26）。
　一方で東京女学館は、伊藤博文や渋沢栄一、岩崎弥之助、外山正一など各界を代表する名
士が創立委員となり、明治 19 年に創設された女子教育奨励会 27）を基礎とし、「日本の貴婦
人に欧米の貴婦人と同等なる佳良の教化及び家事の訓練を受け」させることを目的に、「東
京に於て女子高等教育の学館を設立し各地方に於ても同様の学館の設置を奨励」する 28）と



























政治学科を 119 名中 6 番という成績で卒業した 35）。しかし、高等文官試験（行政科）に合格







































　文部省に転出した澤田は、大正 8 年 6 月、専門学務局第二課長に任じられた。澤田と東京
女学館をつなぐ人脈は、ここから生まれた。人事選考の際に澤田の文部省入りを勧めたのが、
当時、文部省大臣官房文書課長であった関屋龍吉 44）であり、澤田の上司に当たる専門学務








職を歴任する。専門学務局第二課長を 2 年間つとめた後、大正 10 年 7 月、大臣官房文書課
「上流学校」の大衆化と教養主義
45
長となった。その後、大正 11 年 4 月に海外出張を命ぜられ欧米各国を視察して回り、帰国









大正 12 年に創設された比較的新しい学校である。澤田は昭和 2 年 8 月に第 2 代校長となり、
昭和 14 年 4 月まで在職した。学校経営者としてのキャリアがここから始まった。
　澤田が在職した期間、高松高商は非常な発展を遂げた。それは澤田の学校経営手腕による
面 52）も大きく、高松高商の校史における澤田の評価は極めて高い。「第 2 代沢田校長が来任
の前後を境目として、学園は創設時代から発展充実時代に移行し、昭和 14～15 年ごろ時局




















は 25 期、合わせて約 4000 名が卒業したが、そこから内閣総理大臣 1 名（大平正芳 61））、県
知事 1 名（白石春樹）、副知事 2 名（井上房一、小野年之）をはじめ、数百名規模の会社役
員を生み出した 62）。高松高商は新しい学校であったが、優れた学校経営により高松高商に













校に注意を促し、昭和 4 年 7 月には学生課をさらに学生部に昇格させ、学生の思想対策を重
要政策として位置付けた。具体的な政策として、生徒主事の思想問題に関する講習会を開き、












長崎高商 前 260 1,489 1,654 ＋165 5.7 6.4
山口高商 前 220 1,594 1,266 －328 7.2 5.8
小樽高商 前 220 1,127 1,510 ＋383 5.1 6.9
名古屋高商 前 210 1,412 1,472 ＋60 6.7 7.0
福島高商 後 150 819 997 ＋178 5.5 6.6
大分高商 後 150 1,225 1,480 ＋255 8.2 9.9
彦根高商 前 150 1,219 1,123 －96 8.1 7.5
和歌山高商 前 150 908 1,037 ＋129 6.1 6.9
横浜高商 前 150 1,444 1,256 －188 9.6 8.4
高松高商 後 150 1,516 1,635 ＋119 10.1 10.9





め、昭和 5 年度に高等学校、昭和 6 年度に専門学校・高等師範学校の社会問題・思想問題に
関する特別講義制度を設け、さらに昭和 7 年 8 月に国民精神文化研究所を創設した。初代所
長は、前述した関屋龍吉である。また、経済情勢は金融恐慌・昭和恐慌と続く慢性的な不況
にあえいでいた。内務省社会局の調査によれば、昭和 5 年 3 月の学校卒業者の就職難は非常
に深刻であり、未就職率は大学が 41％、専門学校が 46％、甲種実業学校が 16％にまで落ち
込み、卒業者総数の約 40％が未就職という状況であった。高松高商の状況も非常に悪く、
同年の卒業生 149 名のうち、卒業と同時に就職した者は約 50 名であり、その後就職の決ま
る者が増えたものの、かなり多くの者が未就職のままであった。そのため、高松高商では
「二千余通の依頼状を関係各方面に発送するとともに、校長はじめ教授が直接出馬し、就職












































　昭和 14 年 4 月、澤田は旧制浦和高等学校長に転じた。当時、浦和高等学校は旧制高等学

























































































時期区分 年度 題　　名 執筆（発言） 刊行年月 頁数 内容概略 備　　考
第Ⅰ期
23年 講堂修築竣工式創立六十年記念式式辞 23年10月31日 23年12月 4 東京女学館の歴史。 〈60 周年〉『菊』刊行初年度。
24年 記念式式辞 24年11月10日 24年12月 4 東京女学館の歴史。
25年 記念式式辞 25年11月10日 26年3月 4 東京女学館の歴史。
26年 記念式式辞 26年11月10日（不明） 5 東京女学館の歴史、貴婦人への教育について。
第Ⅱ期






















30年 所感 30年10月5日 30年11月 6 民主、自由、平和、幸福。
第Ⅲ期
31年 思い出 31年10月1日 31年11月 4 青年期の澤田の姿。










34年 菊と柿 34年11月 6 秋に関する思い出。
35年 残る武蔵野 35年11月 2 武蔵野の思い出。
36年 時は流れる 37年2月 5 追憶の片々。
37年 春から秋へ 37年10月7日 37年12月 4 春・夏・秋の郷愁。
第Ⅴ期






39年 余滴 39年11月3日 40年3月 10 自伝的回想の追加。 39 年 6 月に澤田の寿像建立。




41年 一日・一年 41年12月 42年3月 6 赤い夕日、菊にまつわる随想。
42年 思い出 43年3月 5 旧制中学・高校時代の思い出。







45年 所感 46年1月 46年2月 4 精神と日常生活の関係。
46年 追憶の一部 47年1月3日 47年2月 4 旧制中学・高校時代の思い出。
47年 追憶その二 48年2月 4 旧制高校・大学時代の思い出。




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































世相の変化と軌を一にしている。昭和 27 年 4 月 28 日、サンフランシスコ講和条約が発効し、
ようやく日本は独立を取り戻した。その一方で、GHQ という箍が外れて左翼運動がいよい







破壊活動防止法（破防法）への反対運動であった。昭和 27 年 4 月 17 日、「暴力主義的破壊
活動」を取り締まる破防法案が国会に提出された。これは、日本独立後の治安維持に備えた
法律であり、具体的には、日本共産党などの「火炎瓶闘争」といった暴力活動を阻止するこ
とが目的であった。4 月 28 日に全学連が破防法反対の全国的なストライキを決行すると、5








































































































































































































































































校への進学状況から──」（『京都大学大学院教育学研究科紀要』第 45 号、1999 年 3 月）pp. 276─













7）　外務省特別資料課編『日本占領及び管理重要文書集』第 1 巻（東洋経済新報社、1949 年）pp. 
91─108。
8）　二荒芳徳「旧い思い出」（東京女学館学友会編『菊』副題：東京女学館創立 75 周年記念号・






氏による経歴の一考察（元木光雄「館長小伝」『菊』平成 11 年度版、pp. 279─310）、澤田の人物
像を綴った特集号（『菊』昭和 38 年度版）や、死去した際の追悼冊子（『追悼』）がある。また、





























誌』第 174 巻 3 号、1996 年 9 月）pp. 1─16、百瀬孝『内務省　名門官庁はなぜ解体されたか』











19）　SIM Choon Kiat は、エリート教育では後者の二条件が重要であると、日本とシンガポールの
エリート教育を比較しつつ指摘する。SIM Choon Kiat「日本とシンガポールにおけるエリート


























































37）　澤田の経歴は、澤田源一「七十有五年」（『菊』昭和 38 年度版）pp. 101─159 が詳しい。
38）　当時、岩手県師範学校附属小学校にいた佐藤瑞彦は、「長老の県立校長連に礼譲をつくされ
て全く以て立派な牧民官ぶり」を発揮し、「忽ちにして『沢田株』が上がってしまいました」と
証言している。佐藤瑞彦「端麗長身の学務課長」（『菊』昭和 38 年度版）p. 11。この高評価が転
出に影響したとも考えられる。
39）　大霞会編『内務省史』第 1 巻（原書房、1980 年）p. 635。
40）　内務官僚の転出と出世については、副田義也の分析（副田義也『内務省の社会史』pp. 511─
514）が参考になる。





44）　関屋は、昭和 4 年に文部省社会教育局の初代局長となり、また昭和 9 年には国民精神文化研
究所の初代所長となった、青年教育・社会教育の専門家である。
45）　松浦は、文部省の中枢にあり続け、大正 13 年には文部次官に就任した文部官僚の代表的人物
であった。その後、昭和 2 年に京城帝国大学総長、昭和 4 年に九州帝国大学総長（昭和 11 年ま










48）　関屋龍吉「澤田源一君を偲ぶ」（『菊』昭和 38 年度版）p. 26。


















文部省の修練組織確立の方針に基づき、昭和 15 年 11 月に解散、「高松高等商業学校報国団」と
改めたが、昭和 20 年 9 月に解体された。学友会の活動実績については、作道好男・江藤武人編
『香川大学経済学部五十年史』pp. 577─623、及び又信回顧三十五年刊行会編『又信回顧三十五年』
pp. 73─77 が詳しい。
57）　水泳部は、西部高商大会及び全国高商大会で 8 連覇。また、昭和 10 年に関西学生水上競技大
会第 2 部優勝、昭和 11 年・13 年に優勝。剣道部は、岡山医大主催の全国高専大会で昭和 11 年
から 13 年まで 3 連覇。昭和 13 年の東京における全国高専大会で優勝。籠球部は、西日本大学高







































66）　作道・江藤前掲書、pp. 130─131。また、この文脈で考えるならば、昭和 4～5 年頃から見られ
る地域社会に対する映画会や校外講演活動の増加（統計は山本珠美「『三十年のあゆみ』補遺
──高松高等商業学校における開放事業──」『香川大学生涯学習教育研究センター研究報告』
第 14 号、2009 年 3 月を参照）は、山本の指摘するように専門学校による地域との結合志向や拡
張運動に対する歴史意識（山本珠美「日本の大学開放史研究に関する覚書──旧制専門学校の

















72）　大泉行雄「沢田先生の横顔」（『菊』昭和 38 年度版）pp. 3─4。
73）　本田治夫「沢田先生を想ふ」（『菊』昭和 38 年度版）pp. 23─25。




た。中心メンバー 3 名と教授 1 名が起訴された。作道好男・江藤武人編『香川大学経済学部五
十年史』pp. 146─147。
75）　竹内洋『学歴貴族の栄光と挫折』pp. 127─128。
76）　昭和 13 年 12 月から昭和 14 年 9 月まで文部次官を務めた。









86）　澤田源一「七十有五年」（『菊』昭和 38 年度版）pp. 151─152。
87）　昭和 22 年に新制中学校長、23 年に新制高等学校長、26 年に小学校長となり、さらに昭和 31
年の短期大学創立後はその学長も兼ねた。この兼任体制は、澤田から始まった。











和 38 年度版、p. 21）。高松高商では教官団の学識を信用し、東京女学館では信用に足る学識者を
見出さなかった、という仮説も考えられる。
90）　小玉寅雄「澤田先生のこと」（『追悼』）p. 87。その他に、「創立百二十周年記念座談会　





（『西医学』34 巻 2 号、西会、1971 年 8 月号）p. 20。
92）　澤田源一「所感」（『菊』昭和 30 年度版）p. 2。





















き思出のまゝ」『菊』昭和 23 年度版、p. 9）、「女学館の生徒は、何処へ出しても恥かしくないと
いはれ、又それだけに修養を積んで居りました。どうか皆様も、東京女学館の生徒として恥か
しくない様な態度をなさって下さいませ。」（明治 40 年卒業生八木澤しげ子『菊』昭和 24 年度
版、p. 13）、「只今も普通ではないと信じますが、当時此学校では特別上品な英国式教育が授けら
れ、随って英語は他の追随を許さぬ程進んで居たようでした。」（明治 31 年卒業生荒畑文子
『菊』昭和 25 年度版、p. 15）。
102）　澤田源一「講堂修築竣工式創立六十年記念式式辞」（『菊』昭和 23 年度版）p. 2。
103）　澤田源一「記念式式辞」（『菊』昭和 24 年度版）p. 6。
104）　澤田源一「記念式式辞」（『菊』昭和 25 年度版）p. 10。
105）　澤田源一「講堂修築竣工式創立六十年記念式式辞」（『菊』昭和 23 年度版）p. 5。
106）　澤田源一「記念式式辞」（『菊』昭和 24 年度版）p. 8。
107）　澤田源一「記念式式辞」（『菊』昭和 25 年度版）p. 13。
108）　澤田源一「記念式式辞」（『菊』昭和 26 年度版）p. 4。
109）　澤田前掲論文、p. 3。
110）　澤田源一「講堂修築竣工式創立六十年記念式式辞」（『菊』昭和 23 年度版）p. 5。
111）　澤田源一「記念式式辞」（『菊』昭和 26 年度版）p. 2。








118）　竹下敬次「狐─Ressentiment 怨念の心理」（『菊』昭和 27 年度版）pp. 33─34。




123）　澤田源一「創立記念日に際して生徒諸子に望む」（『菊』昭和 27 年度）p. 2。
124）　澤田源一「記念式式辞」（『菊』昭和 26 年度版）p. 2。




129）　澤田源一「聞いたり、見たり、思ったり」（『菊』昭和 28 年度版）p. 12。
130）　澤田源一「創立六十六周年の記念日に当って」（『菊』昭和 29 年度版）p. 7。
131）　澤田前掲論文、p. 8。
132）　澤田前掲論文、p. 7。
133）　澤田源一「創立六十五周年の記念日に当って」（『菊』昭和 28 年度版）p. 8。
134）　澤田源一「創立六十六周年の記念日に当って」（『菊』昭和 29 年度版）p. 5。
135）　元木光雄「館長小伝」（『菊』平成 11 年度版）p. 302。
136）　山崎美一「澤田館長の死を悼む」（『追悼』）p. 76。




138）　澤田源一「記念式式辞」（『菊』昭和 26 年度版）p. 1。
139）　澤田源一「創立六十六周年の記念日に当って」（『菊』昭和 29 年度版）p. 4。
140）　澤田源一「創立八十五周年記念式典式辞」（『菊』昭和 48 年度版、巻頭特集）。
141）　麻生誠「反省とお詫びと激励と」（東京女学館創立百二十周年記念誌編纂委員会編『東京女
学館創立 120 周年記念』）pp. 5─7。
142）　昭和 50 年 2 月 26 日の学校葬における、教職員代表田村幸策の弔辞。『追悼』巻頭特集に所収。
ENGLISH SUMMARY
Popularization of “Elite School” and Liberal Arts Education（Kyoyoushugi）：
 School Management of Gen-ichi SAWADA, Principal of Tokyo Jogakkan School
HAMADA Hidetake
　If the group of elites who occupied the leading positions of the upper ranks in politics, the economy, the 
72
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military and academia in pre-war Japan is called the “Elite Class”, then the schools established for the 
purpose of educating their children or training talented people to be new members of that class can be 
called “Elite Schools”. In the post-war era, the schools were obliged to popularize Popularization would 
easily mean inferiority. Then, how were they popularized without disobeying their original motto, and what 
did they do to protect their cultural capital? In this paper, I examine the case of Tokyo Jogakkan School, 
one such “Elite School” as well as a Peeress School（学習院女子部）, by analyzing the individual of Gen-
ichi SAWADA, the school’s principal who approached school management arbitrarily. Particularly, I focus 
on his activity as an official of the Home Department, the Educational Department, and the school under 
their direct control, and refer to the process of his reinterpretation of the school motto, described in the 
school intramural magazine “Kiku”, to consider the popularization of “Elite Schools”.
Key Words: official of the Home Department, Takamatsu Higher Commercial School, Tokyo Jogakkan 
School, Elite Education, idealism
